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１．活性化募金への協力を	
 
	
 
現在，JSA の活動活性化のための募金活動がなされています．来年５月の全国の定期大会までに募金

額 1000 万円の達成を目指しています．科学が政治を動かす時代となった今ほど，JSA の存在は大きく，

その活発な活動が必要なときはありません．JSA 会員 5000 名の早期回復をするためにも，添付されてい

る専用の振替用紙を使って募金にご協力下さい．5000 円以下の小口カンパも大口のカンパも歓迎です．	
 
	
 

２．九州沖縄シンポジウム(10/23-24 熊本)の報告	
 
	
 
２−１．テーマ１「口蹄疫問題を考える」の報告	
 

中野	
 豊	
 
	
 
宮崎支部・元	
 宮崎大学獣医学部	
 牧村	
 進氏「2010 宮崎・口蹄疫被害の教訓と再建への課題」	
 

獣医である牧村氏から「口蹄疫の特徴，発生の経緯，感染拡大の要因，感染拡大を防げなかった要因，

ワクチン接種と殺処分，被害状況，将来への展望」等，口蹄疫とその被害についての概略が示されまし

た．	
 

福岡支部・九州大学農学部	
 中野	
 豊「口蹄疫と家畜の殺処分」	
 

抗ウィルス薬のない口蹄疫への対策はワクチンもしくは対症療法しかなく，殺処分が最も有効な感染

拡大防止策とされる時代が長く続きました．しかし，大量の殺処分を繰り返すたびに，そのあまりの被

害の甚大さに，殺処分に対する考え方は変化してきています．EU ではすでに殺処分を回避する方向に動

いていることを紹介しました．	
 

熊本支部・東海大学農学部	
 飛岡久弥氏「口蹄疫等の感染症発生と今後の家畜生産」	
 

飛岡氏の専門である家畜栄養学の立場からまず家畜生産の物理的・科学的側面の変化を紹介いただき

ました．さらに感染症への対応として「健康な動物の飼育，飼育環境の清浄化，ウィルス侵入の防止」，

今後の展開として「家畜とヒトの健康保持，化学物質の規制，生産効率の制御，農地手尿と警官の規制，

行政の科学性と継続性」をお話いただきました．	
 

宮崎支部・宮崎大学教育文化学部	
 入谷貴夫氏「口蹄疫被害と地域再生」	
 

宮崎県は，口蹄疫により民間部門，公共部門ともに大きな被害を受けました．入谷氏は，まず「口蹄
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疫被害の実態」を述べられた後に，「地域再生をめぐる財政問題（家畜伝染病予防法，口蹄疫対策特別

措置法，地域再生基金，宮崎県および市町村の口蹄疫対策）」，「地域再生をめぐる経済問題（宮崎県経

済における農業・畜産の位置，農業・畜産・食料品の販路構成，地域再生）」についてお話されました．	
 

鹿児島支部・鹿児島大学獣医学科	
 岡本嘉六氏「口蹄疫に関する国際管理体制」	
 

口蹄疫は偶蹄類の動物の疾病ですが，同時に経済問題でもあります．口蹄疫はその感染力の強さから

各国で最も警戒される家畜伝染病となっており，OIE（国際獣疫局）では感染拡大を防ぐために口蹄疫

の発生国からの畜産物輸入を拒否することを認めています．岡本氏は以前から BSE（牛海綿状脳症＝狂

牛病），口蹄疫等の家畜伝染病に対する国際的な取り組みについての資料をご自身の Web サイトで紹介

し，対策に精力的に取り組んで来られました．今回は口蹄疫に関する国際的な管理体制についてご紹介

いただきました．	
 

発表以外にも，懇親会等で現場や報道関係の方のお話を伺う機会があり，実りの多いシンポジウムに

なりました．	
 

	
 

九州・沖縄シンポジウムの様子（河内氏の講演）	
 
	
 
２−２．日本科学者会議の第 28 回九州沖縄シンポジウムへ参加して	
 
	
 

九州大学・理学研究院	
 小早川義尚	
 
	
 
日本科学者会議の第 28 回九州沖縄シンポジウムが，１０月２３，２４日に熊本大学教育学部で開催さ

れた．初日は，テーマ１：「口蹄疫問題を考える」で，５つの充実した報告と活発な討議が行われ，福

岡から参加したやや門外漢の私にはマスコミの報道等ではわからなかった現場の実情を肌で感じるこ

とができ大変勉強になった．また，思っていた以上に問題の重大さを実感した．このテーマに関しては

福岡から報告者として参加された中野会員がこの号にシンポの様子を含め報告して下さることになっ

ている．私は，２４日に行われたテーマ２，３（下記）に参加しての感想を簡単に報告する．	
 
	
 
テーマ２：地域の課題と科学者	
 

09：30－09：50	
 「大分市城東地区における，煤塵をはじめとする製鉄所公害の実態とそれに	
 

対する運動」	
 植田謙一（大分支部）	
 

09：50－10：10	
 「『ミサイル防衛』と地域の平和運動」	
 豊島耕一（佐賀支部・佐賀大学）	
 
	
 
テーマ３：九州沖縄の水と環境	
 

10：40－11：00	
 「筑後川水系のムダなダム」	
 河内俊英（福岡支部・久留米大学）	
 

11：00－11：20	
 「辺野古・大浦湾と泡瀬干潟−構造改革路線に回帰した政府と県民運動−」	
 

	
 亀山統一（沖縄支部・琉球大学）	
 

11：20－11：40	
 	
 ｢黙殺される諫早湾調整池発の健康リスク｣	
 

	
 高橋	
 徹（熊本支部・熊本保健科学大学）	
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11：40－12：00	
 「水俣病救済と現在」	
 板井	
 優（熊本支部・熊本中央法律事務所）	
 
	
 
内容は，多岐にわたっているがそれぞれについて，現場の実情といったものが通常のマスコミ報道等

では報道されない部分・わからない部分も含めて知ることができた．植田氏の大分市における製鉄所煤

煙被害の実態や河内氏の筑後川水系のダム建設の実情などについての報告は，これまで漠然とした意識

しか持ってこなかった問題の具体的な実情・問題点を明確に提示され大変参考になるものであった．豊

島氏の報告は，海外での反核・平和運動が実質的な成果を上げていることなども紹介され，とにかく科

学者がもっと具体的な運動に立ち上がるべきだ，そうすれば前進も勝ち取れるということを示唆するも

のであった．亀山氏の沖縄からの報告は，マスコミでも比較的取り上げられている問題ではあるが，商

業マスコミでは計り知れない具体的などろどろとした状況も含めて現場からの生の声をうかがうこと

ができるものであった．板井氏の「水俣病救済と現在」の報告は，こうした重大な公害を起こしてしま

ったあとの救済が如何に大変なことであるかを実感させられるものであった．まだまだ，解決までの道

は遠いことをあらためて知らされたような気がする．	
 

高橋氏の｢黙殺される諫早湾調整池発の健康リスク｣は，諫早湾潮受堤内部の調整池の実態をアオコの

毒素という観点から明確に指し示した報告であった．幸い，先日福岡高裁の判決が「開門調査の実施」

を指示するものとなり，菅総理の決断で国は上告を断念した．高橋氏の調査・研究報告も大いにこの判

決に寄与したものと思われる．このニュースの TV 報道の中には，調整池の水が農業用水に使われてい

るがその代わりの水源確保が大変だといった「指摘」をしているようなものもあった．高橋氏の報告に

よると調整池の水は農業用水に適するようなものではなく実際に農業に使われているのは河口からの

取水と地下水ということである．如何にマスコミ報道がいい加減なものであるか，そうしたことに気づ

くために科学者会議の発信する情報が如何に有用であるかをあらためて実感した．２年後をめどに開門

調査が実施されることになったが，これからも高橋氏を始め多くの科学者会議のメンバーの活躍が期待

される．	
 

シンポジウムの要旨集は，数部福岡支部にも確保しているので必要な方は事務局までご一報下さい．	
 

	
 

３．第 18 回総合学術研究集会(11/19-21 仙台)の報告	
 
	
 
３−１．JSA 第１８回総合学術研究集会へ参加して	
 

三好永作	
 
	
 
１１月１９日から２１日にかけて仙台市において開催された日本科学者会議（JSA）１８回総合学術研

究集会（以下，１８総学）に参加した．１８総学は KKR ホテル仙台を会場として開催された．その報告

をしておきたい．	
 

仙台に行った主目的は，１９日３時から開かれた第一回募金推進委員会への代理出席であった．九州

沖縄地区募金推進委員の森	
 茂康先生の代理として出席した．同委員会では，１１月１６日現在での募

金額は，予約を含めて 537 万 8 千円であることが報告された．３年間で 1500 万円の募金をめざしてい

るが，初年度の募金活動の重要性が指摘され，来年５月の大会までに 1000 万円の募金を達成するよう，

運動として募金活動を推進することが確認された．大口の募金とともに 5000 円以下の小口の募金も進

めることの重要性も指摘された．何とか初年度の目標 1000 万円募金を達成したいものである．	
 

委員会の終了後，一度，ホテルにチェックインして，駅前通りの仙台っ子ラーメンなるもので軽く食

事を取り，総研集会のプレシンポの性格を持つ「気候変化問題を考える市民と科学者の夕べ」（以下，「夕

べ」）が開かれる KKR ホテル仙台へ向かった．仙台っ子ラーメンにはあまり感激がなかった．この一年

で感激した他都市のラーメンは，鹿児島・天文館通りの鹿児島ラーメンである．これは，久しぶりの美

味しいラーメンで汁まですべて食べさせてもらった．KKR ホテル仙台は JR 仙台駅から北へ歩いて 15 分

のところにある．駅前通りを左に曲がった定禅寺通りのイチョウ並木が美しい．	
 

「夕べ」は，一般の市民の参加も多く 130 名程の集会であった．報告者の中に環境問題の市民運動家

もいる．「夕べ」は，JSA 事務局次長の岩本智之氏の司会で始まった．岩本氏の司会はテンポがよく軽快

だ．はじめに，安田延壽氏（東北大名誉教授）が「大気中の二酸化炭素の増加と地球環境」という話し

をされた．地球は，温室効果がなければ-18 度 C の平均気温の寒い星であり，温室効果のために地表平

均気温 15 度 C の住みやすい星となっているという．しかし，二酸化炭素のこの 100 年余の異常な増加

を主因とする地表気温の上昇は，ほぼ間違いない．また，海面上昇についての理論予測は実測データと

のよく一致しており，この原因のうち主なものは温暖化による氷河の海水の熱膨張であるという．	
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次に，明日香壽川氏（東北大）は，「地球温暖化問題の政策研究テーマ最前線」という題で，レジュメ

とはまったく別の話をされた．しかし，大変重要な指摘がいくつもあった．「大学教授の話に簡単にだ

まされてはいけない」，「地球温暖化問題は複雑であり，遠い世界のことと捉えがちであるが，大切なこ

とは温暖化による勝者と敗者を識別することである」，「温暖化はかっての『公害』と同じであると同時

に南北問題でもある．解決にはトップダウン的な手法が必要である」，「未来のために必要なことは，勝

者と敗者をきちんと同定すること．さらに『科学の政治化』と同時に『政治の科学化』が必要」など．	
 

早川光俊氏（弁護士，CASA 専務理事）は「日本における温室効果ガス 25%削減の可能性−CASA の提案」

という題で話された．地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA）という環境 NGO が行った『CASA	
 

2020 モデル』による試算によると，温室効果ガス 25%削減が温暖化対策技術の積み上げだけで可能であ

るという．炭素税導入を組み合わせることで 29%の削減が可能ともいう．計算モデルの詳細は分からな

いが，このような試算があること自身がわれわれの未来を考えるうえで大変勇気づけられる．	
 

最後に，江刺家由美子氏（財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク，MELON）が小中学校や公民

館において行っている地球温暖化問題に関する環境学習など啓発活動の実際について写真などを使い

生き生きと話された．MELON は，宮城県の指定により，宮城県地球温暖化防止活動推進センターを設立・

運営している．北海道，広島，兵庫に続いて４番目のセンターであり，かつ，全国初の民間団体の運営

するセンターである．地球温暖化防止活動推進センターは「地球温暖化対策の推進に関する法律」で都

道府県や指定都市などに定められているという．どこの都道府県でもこのような活動は大切であろう．	
 

総合論論の時間では，市民からさまざまなレベルの質問がなされたが，４名の講演者と会場内の JSA

会員からほぼ適切な回答がなされていたように思う．ただ，時間の関係もあり十分に深まったかという

には，少し物足りなさもあった．しかし，JSA が多くの市民とのこのような「夕べ」を積み重ねて意見

交流していくことは大切なことのように思われる．	
 

翌２０日の９時半から１８総学の全体集会が開かれた．開会の挨拶を実行委員長・阿部兼也氏（東北

大名誉教授）が開会の挨拶を行っている途中に会場に着いた．和服姿で挨拶をされていた．司会の刈田

氏（東北大名誉教授）の紹介では，普段から和服姿で過ごされているとのことである．阿部氏は魯迅の

専門家で「魯迅と仙台」という特別セッションのコーディネータでもあった．	
 

開会の挨拶に続いて実行委員会事務局長・伊藤宏之氏（福島大学）による基調報告がなされた．１８

総学の基本テーマは，「２１世紀：人類史の転換期における科学の役割——多様性と普遍性の矛盾を考え

る」である．伊藤氏は，はじめに，1950 年の「講和条約についての平和問題談話会声明」を高く評価し

た．平和問題談話会は大内兵衛，矢内原忠雄，清水幾太郎など当時のそうそうたる学者が集まり，全面

講和の確立を主張し声明とした．しかし，当時の多くの国民は食べていくだけで必死であり，このよう

な識者の声明に耳を傾ける余裕などない状況で，国民の多数が全面講和の声明に呼応することはなかっ

た．現在の国民の経済状態は，当時に比べればよくなってきており，科学に携わる人々（研究者）の役

割はますます重要になっている．２１世紀の現在，アジアとの共存，紛争の非軍事的解決，米国との対

等な関係，社会保障の充実などを内容とする憲法９条を基本とする共通原理を日本の国民的世論として

形成していくことが急務であり，そのため，科学者と日本の世論との共同行動の推進を図ることが大切

であると主張された．「夕べ」で明日香氏が言われた「科学の政治化」，「政治の科学化」ということと

呼応する内容である．	
 

次に，JSA 代表幹事である川崎健氏（東北大名誉教授）が「科学が政治を動かす時代」という題で記

念講演を行われた．川崎氏は，マイワシとカタクチイワシの魚種交代が数十年スケールにわたり世界中

で同期的に起きていることを最初に明らかにした人である．これをレジーム・シフトという．これを解

説した「イワシと気候変動」という題名の岩波新書がある．川崎氏は講演の中で，歴史を概観しながら，

今を「科学が政治を動かす時代」と特徴付けられた．そして，同氏を委員長とする科学者委員会を中心

とした活動で，水戸平野を貫流して鹿島灘に注ぐ清流・那珂川と霞ヶ浦を４ｍの導水管で結ぼうという

「霞ヶ浦導水事業」中止に向けた運動に貢献された経験を語られた．那珂川の汚染につながると漁業者

は生活権をかけて反対している．この事業は，40 年前から構想され 1984 年から工事が始まったもので，

「那珂川の水導入により霞ヶ浦の浄化」（国土交通省）を目的としたものである．しかし，科学者委員

会は，逆に霞ヶ浦の水が汚れることを立証し，反対闘争の局面転換に大きな役割を果たし，現在，工事

は凍結状態になっているとのことである．この科学者委員会に限らず気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）などの科学者の組織の政治に対する影響力は，現代においてますます増加している．川崎氏は，

「JSA が政治を動かし，名実ともに日本の科学者を代表する組織になるために努力していきたい」と結

ばれた．	
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午後からの分科会は「平和問題」に出席したが，これには鈴木氏の詳細な報告があるのでそちらを参

照されたい．また，最終日（２１日）には，「複雑系科学と現代唯物論」の分科会に出席したが，帰り

の飛行機の出発時刻もあり，途中で退席せざるを得なかった．特に，「複雑系としての社会関係資本」（粟

野宏氏）や「複雑系科学としての平和学」（長野八久氏）の話しは面白そうであったが，聞きそびれ残

念であった．	
 
	
 
３−２．分科会に参加して	
 

鈴木右文	
 
	
 
2010 年 11 月 20 日（土）～21 日（日）（KKR ホテル仙台），総学に初めて参加した．簡単に報告する．	
 
	
 
◆20 日午後「平和問題－核兵器廃絶・基地撤去・安保廃棄を目指して－」	
 

５時間，８名の発表にディスカッションが加わった長時間の分科会だった．３つの部分に分かれてい

たが，極簡単にそれぞれの発表に触れておく．全体に反戦当然の人々の集まりの心地よさがあったが，

別の分科会と同室だったので聞き取りにくかった．ざっと 30 名の参加．	
 
	
 
◇第１部「核兵器廃絶の情勢と展望」	
 

＊発表「NPT2010 年再検討会議と今後の課題」沢田昭二	
 

原爆の開発から今日に至るまでの，核兵器に関わる世界の情勢の流れを概観した．その中で NPT（核

不拡散条約）が唯一の核廃棄へ向かう枠組みであるが，核保有国が現体制永続を狙って無期限延長とな

っている．オバマ大統領からは前向きな発言が聞こえているが，核抑止論からは脱却していない．しか

し国連事務総長も核兵器廃絶条約交渉開始の提言をするに至っている．世界世論の後押しは強まってい

ると言える．（来年 80 歳とは思えない発表だった）	
 

＊第１部のディスカッション	
 

今後の明暗は今度の沖縄県知事選にかかっているのではないか．／政治がふがいないなら科学者がし

っかりしなければ．／オバマはイラン戦争も認めてしまったのがいけない．	
 
	
 
◇第２部「日米安保体制を打ち破るための焦点」	
 

＊発表「「砂川事件・最高裁大法廷判決」と日米安保条約」金子勝	
 

これまで安保の内容を事実上トップ同士の合意で修正してきている．1997 年の「新ガイドライン」で

は活動地域を極東からアジア太平洋地域へと拡大している（残りの地域は NATO が担当）．アメリカが襲

われた時と周辺事態と２つの種類が設定され，周辺事態の判断はアメリカがすることになっている．

2006 年の「新世紀の日米同盟」では地球のどこへでもということに拡大されている（NATO との協同）．

NATO ですら世界のどこへでもとはなっておらず，日米安保は世界一凶暴な軍事同盟である．これに伴う

日米地位協定のひどさを多数指摘．その不平等の元凶として砂川事件最高裁判決を見た（高度な政治的

事項に再場所は判断を下さない＝統治行為論）．これではすべて勝手放題だ．	
 

＊発表「普天間基地撤去問題と米軍基地国家からの脱却」沢田昭二	
 

海兵隊を廃止させたいが管首相は抑止力と認めた．今度の沖縄知事選が大事．アメリカでも軍事力抑

止力についていい流れが出来つつある．シカゴのメーデーやニューヨーク行動が印象的．人類の発展の

中で，列強の帝国主義戦争への反省から，国連憲章，日本国憲法がある．連帯して運動を進めて行こう．	
 

＊発表「ガンディーの非暴力主義―マーティン・ルーサー・キングの場合―」小森田精子	
 

キング牧師は若いときにガンディーに傾倒した．マルクスも勉強したようだが，キリスト教的な考え

に従ったようだ．有名な人種差別バスの問題に関わった．迫害を受けた彼の無抵抗の一生の始まりの部

分を概観．	
 

＊発表「平和的生存権の可能性―兵士の平和的生存権と平時の平和的生存権―」中里見博	
 

2008 年名古屋高裁で自衛隊イラク派遣違憲判決があった．平和的存在権は憲法が前文で言及しており，

基本的人権であって，戦争はこれを侵害すると考えられるが，裁判では訴訟になじむ具体的権利と認め

られてきていない．名古屋高裁判決は，具体的被害がなくても平和的生存権が主張できる（広義の解釈）

との解釈に立っている．こうなると，軍隊を組織すること自体や兵士が殺戮を訓練されること自体が平

和的生存権侵害と言える．原発が存在すること自体も平和的生存権侵害である．戦争核兵器と平時原発

は区別できない．	
 

＊第２部のディスカッション	
 

キングの無抵抗主義はキリスト教のどこに由来しているのか．／良心的兵役拒否と平和的生存権との

関係は？／自衛隊は違憲であることと平和的生存権の二重侵害である．／沖縄で米軍基地のため対策費



6 

等（爆音測定，救急車基地余分配置）の自治体予算が必要になっている分を国家を相手に訴訟しようと

いう動きがある．	
 
	
 
◇第３部「日米安保体制をめぐる各地の状況と運動」	
 

＊発表「神奈川の基地から見る日米安保の実態」今野宏	
 

戦後の駐留は神奈川に始まった．キャンプ座間には米軍の司令部移転の話もあった．陸自部隊も移動

してくる予定．横須賀海軍基地は原子力空母問題が大きいが，原子力空母の原子炉のメンテが４ヶ月か

かって危険．放射能測定を公的機関がしているが，請求がない限り公表していない．厚木海軍飛行場も

ある．本州最大の横浜ノースドックも米軍が使っている．	
 

＊発表「米軍再編強化のための普天間基地移設計画と闘って」杉浦公昭	
 

少女暴行事件後の県民集会に驚いた日米政府が SACO 合意を作成．普天間の辺野古移転への名護市の住

民投票は圧倒的反対．しかし防衛施設局は事前調査を開始，反対住民は座り込みして勝利．しかしその

後施設局は掃海艦で威嚇しながら調査機器を強硬設置．当方は計画のアセス準備書を見て意見書を多数

提出．5400 頁もあるのに非科学的で埋め立て用材も不明ないい加減なものだった．知事はアセス手続き

を進めて政府に協力．その後は名護市長選，県外移設決議等，ご存知のとおり．今度の県知事選が大事．

（発表者は超元気）	
 

＊発表「「日米同盟の変革と変化」の現段階」亀山統一	
 

2007 年の日米安全保障協議委員会は，米軍が日本防衛について核を含めた抑止力を確認した．これに

呼応して自衛隊と米軍の協同が進んでいる．2010 年鳩山政権時の同委員会も日米同盟の深化を確認して

いる．しかし韓国も北朝鮮との衝突はありえないから経済投資してくれと他国に言っているくらいの情

勢の中で，安保は時代遅れ．沖縄米軍は世界対応であり妥当に動いて沖縄の軍事に貢献できる条件もな

い．ではなぜ日本は対米追従するかというと，他に米軍が海外基地を置くところがないからであろう．	
 

＊第３部のディスカッション	
 

沖縄では安保廃棄の気運はどうか→総意を打ち出すため棚上げしている．対等な日米関係を作る前に

安保を廃棄すると，返還された土地の環境処理だけでかかる３兆が日本に押しつけられるかも．／青森

の三沢も忘れないで欲しい．／尖閣等島嶼対策で自衛隊数万を展開する計画があるようだ．	
 
	
 
◆21 日午前「エネルギー・原子力問題」	
 

これの報告を期待された方もおられると思われるので申し訳ないが，持ち込んだ仕事の関係で，興味

のあった１本だけ聞いた．ざっと 30 名の参加．	
 

＊発表「スマートグリッドと電気事業」本島勲	
 

今日の電流は三相交流で超高圧送電．電力は発電と消費が同時なので制御が必要．日本の制御システ

ムは世界一．しかしポツダム体制と大企業の要請で九電力体制が構築されていて，地域独占が保障され，

総括原価主義が適用される（かかった経費は全て計上してよく，利益率を乗じて価格が決まる）．化石

燃料の枯渇と地球温暖化の問題で再生可能エネルギーが必要だが，太陽光は直流の弱み，風力は不安定

であり利用側との同期が難しい問題がある．そこでスマートグリッド＝電力の供給側と需要側の双方向

通信により最適化するシステム．ヨーロッパでは風力発電が発達しているが停電の問題があり，2005 年

にスマートグリッドの構想を持った．アメリカでも大停電があり，電力の自由化と送電網更新に動いた．

日本では電力の地産地消を双方向電力インフラにより実現する日本型スマートグリッドを 2011 年から

５年計画で４地域における実験に入る．横浜では太陽光発電と電気自動車を組み合わせて実験の予定．

供給側の電力会社は原子力を機軸にメガソーラー発電（大規模太陽光発電）に取り組む．需要側ではオ

ール電化住宅で定炭素社会に貢献し，太陽光発電やエコキュートを活用．電気事業連合会は太陽光発電

に資するデータ収集やシステム研究により需要コントロールシステム開発を担当．これからは家庭の太

陽光発電で電力供給の安定化を図るということ．この日本型スマートグリッドの本質は安定供給より九

電力体制の維持．電話のようなインフラ開放等の新体制も検討すべき．他の課題は，１）ＰＣによる制

御の危険，２）家庭の生活管理にならないか，３）費用対効果が不明で家庭が蓄電器のコストを莫大に

負担することになる可能性あり，４）プラグインハイブリッド車の体制構築が難しい（家庭での蓄電体

制に利用），５）国際標準の構築が必要．	
 

＊ディスカッション	
 

日本の電力会社は電力供給に余裕があり（地震で発電所が止まっても自社内だけで供給の対応ができ

ている），スマートグリッドをあおって関連産業を儲けさせようという狙いもあるのではないか．	
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◆21 日午後「言語学は科学か？」	
 

筆者は，最近遠ざかっているとはいえ，本来は文法理論が専門なので，これは私が出席しなければ誰

がするという感じだった．言語学でも筆者の分野とはかなり違う専門の方々の話ではあったが，貴重な

分科会であったとは言えよう．何せ言語学が総学のテーマになったのはたぶん初めてというのだから．

ホスト側は４名，聴衆は６名という規模で，３件の発表があった．言語学は自然科学たりえず，文化か

らとらえるべきという発表，言語の性質はそう簡単に単純な範疇で割り切れるものではないという発表，

言語の哲学的側面の発表があった．秋田大学関係の４名での運営で，聴衆がゼロだったらどうしようか

と心配していたそうである．	
 

 
４．福岡環境研究会(11/27)の報告	
 

河内俊英	
 

以下の福岡環境研究会が開催された．その内容を報告する．	
 
	
 

題目：江戸時代に築造した筑後川四大井堰	
 

講師：小郡市郷土史研究会	
 佐々木	
 敏夫氏	
 

日時：11 月 27 日（土）	
 

場所：久留米大学天神サテライト（アクロス福岡５F）	
 
	
 
「水を制するが天下を制する」と言われていることより，為政者にとっては，筑後川の治水，利水は

夢であった筈である．しかしながら，戦国時代には統制のとれた労力，資金等ままならず，安定した治

世の江戸時代になって，ようやく本格的な治水，利水政策が可能になり，今日に至っているのである．	
 

筑後川は，暴れ河の筑紫次郎とも呼ばれている九州第一の河川である．関東の坂東太郎（利根川），四

国の四国三郎（吉野川）とともに，わが国の三大河川のひとつに数えられる国内有数の大河である．	
 

暴れ河の筑紫次郎と呼ばれる理由は，水源地の地質が安山岩等の堅固な火山岩よりなり浸透力が乏し

く，したがって流出率が大きいこと．上流の河床の急勾配に比して中・下流の勾配がきわめて緩く，洪

水は筑後平野にはん濫する傾向にあること．流速１時間 20 キロメートルという上流に対し，流速１時

間４キロメートル強という中・下流とのバランスのとれないことがあげられる．	
 

山田堰は，福岡藩が筑後川から取水した唯一の取水施設である．筑後川の右岸旧朝倉を横断する用水

路（福岡藩では堀川と称していた．）を開削し，旧甘木市の田島，両筑あたりまでを灌漑する．１２７

年掛けて築き上げた，壮大な夢の利水施設である．現在も約６６３ヘクタールを潤している．	
 

大石堰は「五庄屋物語」で有名な堰である．大石堰による水路は，現在では旧吉井町，旧田主丸町を

横断して久留米市大橋地区にまで延びており，潅漑面積は，2,041 ヘクタールに達している．筑後川左

岸の浮羽地方は，肥沃な台地にありながら，水利が極めて不便であった．水田は低い湿地帯だけに限ら

れ，平野の大部分は藪や林におおわれ，住民はその間々を開墾して，畑作を主として生計を立てていた

らしい．１６６３年に大旱魃があり，五庄屋の村でも多数の犠牲者が出たことから，堰を造って水田耕

作を目指したのである．	
 

床島堰は筑後川をせき止めた井堰は恵利堰であり，恵利堰が主要堰であるが，恵利堰，床島堰，佐田

堰の３堰を総称して「床島堰」と呼んでいる．これは，恵利瀬付近は筑前領との境界にあたるので筑前

側を刺激しないためだと言われている．受益面積は，現在，計 2,022 町歩にもなり，工事では延べ約３

０万人の人足が動員された．	
 

水と土地があっても，活用する能力がないと，豊穣にはならない．医師中村	
 哲氏がアフガニスタン

で築造しておられる灌漑用水路の水源であるクナール川は，筑後川の数百倍の水量があると言われてい

る．かつては，国民の７割が農業従事者で，豊かな農業国であったのである．しかし，百年振りの大旱

魃と内乱のせいで，農民は難民キャンプへ避難．農地は荒廃して再生の見込みがたたない状況であった

が，中村医師の灌漑用水路の整備により，１千人を超える農民が帰郷しているとの事である．	
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５．北九州分会(12/6)の報告	
 

秋貞英雄	
 

話題提供者：アプドゥハン恭子	
 氏（九工大，工学研究院，人間科学系）	
 

話題：留学生教育から見えるもの	
 －異文化適応の過程と日本語の位相－	
 
	
 
大学・大学院留学生を対象とする日本語教育に携わってきた経験から，欧米出身，アジア出身の留学

生双方について日本での異文化適応の過程を報告すると共に，適応の果てのアイデンティティの問題や，

外国語としての日本語の普遍性と特殊性，日本語教育からの異文化共生社会への視点などについても報

告された（参加者：11 名）．会終了後，2 時間半ほど 8 名で懇親会を開き，色々の話題に議論の花を咲

かせました．	
 

（１）留学生受け入れの歴史を簡単に述べた後，留学生 10 万人受入計画(1983)，30 万人受入計画

(2008-2020)等があることが述べられた．10 万人計画は当初の予測より早期に達成されたこと，30 万人

計画もかなりのスピードで進んでいる事が報告された．	
 

（２）留学生の異文化適応過程について解説された．	
 

・留学生の精神状況の変化について，帰国後も含めて U カーブ仮説（高揚感の変化）が披露された．	
 

・留学生調査(1975，1985)による留学生の日本の評価，生活適応の障害，日本人のイメージに関して，

出身地域による違い，日本語能力の違いなどによる比較報告が説明された．日本人と留学生の親密関係

に関する因子について，日本の習慣，言葉の障害留学生の対応などについて調査の説明がなされた．10

万人計画時代の調査だが，総じて期待通りが多い中で，アジア系は日常生活，日本人の態度に不満が多

く，欧米系は勉学内容に不満が多かった．また日本人に対するイメージも，付き合いやすさ(アジア系

＜欧米系），信頼性(アジア系＜欧米系），考えの新しさ(アジア系＞欧米系）などで両群に差が見られた．	
 

・留学生と日本人の親密化の調査では，留学生からは日本の習慣への対応，言葉の障害，関係作りへの

抵抗感や興味，経済的精神的余裕，日本人の希薄な主張を問題視し，日本人側からは漠然とした不安・

遠慮，言葉の障害，留学生側の消極的アプローチがある．総じて，日本人側は，対象の不安から集団的

つきあいを望み，留学生は 1:1 の関係を望むという違いがある．	
 

・社会的アイデンティティと対日イメージついて，独と中国の留学生を比較して帰属意識が多様な学生

(独)は，帰属対象が自国に特化している学生(中国)よりホスト国に対して肯定的イメージ(異国文化適

応の一指標)を持ちやすい．	
 

（３）その他	
 

	
 言葉の障害として日本語が難解，日本が特殊論がある．語順（SOV 構造)や主語の省略があるが，韓

国，インドも同じ語順であり，単純に非合理とはいえない．また多文化共生社会の立場から，留学生の

日本での就職の問題がある．生活者としての在日外国人の就労支援，ニューカマー(最近の在日者）の

児童の教育視点，インドネシア，フィリピン時看護師介護福祉士候補者の日本語教育の問題がある．	
 

（４）参加者の議論	
 

留学生受入の現場として，留学生の出身地域による差，中国人のアルバイト中心の生活，語学力，基

礎学力，コミュニケーションにおける気質などの問題，それに対応する教員の大変さなど色々の実態が

議論された．	
 

＊	
 講演の終了後，岡本氏から，高学歴ワーキングプア問題の資料説明があった．若手研究者の就職問

題について，朝日新聞 2010 年 1 月 18 日付	
 「理系博士の就職進まず，国の『仲介』事業 3 年目へ」，

毎日新聞 2010 年 7 月 6 日，「ポスドク：就職難解決へ	
 10 年後の完全雇用めざし本腰」，Diamond	
 online

ホーム＞経済・時事＞格差の中心で友愛を叫ぶ．西川敦子(フリーライター)【第 8 回】2010 年 1 月 15

日	
 以上の記事について報告された．	
 

その内容は，まず『仲介』は公費負担で企業と研究者の『交際』を狙う事業だが，研究者側の大手志

向，大学ポストへの未練，企業側の使いにくいという先入観，「事業仕分け」による予算減額，といっ

た問題がある．国の政策による大学院定員増で博士課程修了者は増加したが就職先が十分でない．研究

が他国より大きく遅れる懸念の声がある．任期制や臨時職のポスドク，非常勤講師としての収入は低く，

身分も不安定で，「高学歴のワーキングプア」の現実がある．博士課程修了者の正規就職（大学，企業）

は半数，期限付き研究員などの不安定就職は 3 割，進路不明 2 割と就職困難状況にあり，自然科学系で

は博士課程の入学者は減少傾向である．といったことが記事内容である．日本の科学の発展に影を投げ

かける問題であり，最近の若者のワーキングプアと類似の背景が感じられる．	
 

＊	
 最後に参加者から，会員の三輪俊和氏が再度市長選に立候補したことが報告され支援の呼びかけが
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なされた．	
 
	
 

６．「日本の科学者」読書会レポート	
 
	
 

本稿は，以下のホーページからの抜粋です．	
 

http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html	
 
	
 

１０月号読書会	
 10 月 11 日午後 2 時〜5 時	
 

＜特集＞生物多様性と生態系サービスー2010 年第 10 回国連生きもの会議に向けて	
 

本年１０月に名古屋市で生物多様性条約の第１０回締約国会議（COP10）が開催された．本特集はこの

COP10 についての論点を整理したものでまことにタイムリーな企画であった．まず，香坂論文で	
 は，生

物多様性条約の歴史，概要，目的を解説し，科学や政治がこの条約とどのように関わってきたかをレビ

ューしている．そのうえで，遺伝資源の利益配分な	
 どめぐる先進国と開発途上国との対立や，政策と

科学の対話などに論点整理をしながら，科学者・技術者の国際的貢献が重要であることを力説している．	
 

松田・堀論文では，海洋・沿岸域の生物多様性について論じている．はじめに，乱獲により 2048 年	
 ま

でに世界中の水産資源が枯渇するという報告（「漁業崩壊論」）に対する批判・検討がなされる．現在の

乱獲問題は，需給関係の不一致から来る経済問題であ	
 り，生態系が崩壊するかどうかの次元の問題で

はないという．このような間違ったセンセーショナルな報告が出る背景として，研究成果宣伝の義務を

課せられて	
 いる研究助成のあり方を指摘する．沿岸域の豊かさは外洋域に比較して単位面積当たり 16

倍と	
 いう．沿岸域に対して，陸部における「里山」と同じように，二次的自然を利用しつつ保全する

領域として「里海」という考えを紹介している．しかし，沿岸域	
 に有用な「里海」を作るには景観構

造（沿岸域の景観多様性）を意識した研究・調査が必要であるという．＜「漁業崩壊論」に対する批判

の中で JSA 会員・川崎健氏の「イワシと気候変動」にあるレジーム・シフトについての指摘がないのは

気になった．このレジーム・シフトはこの世界では触れる必要のないほど常識なのか．＞	
 

本号の「本」欄には，藤永茂著『アメリカン・ドリームという悪夢』（三交社）と堤未果著『ルポ	
 貧

困大国アメリカ II』（岩波新書）という２つの米国批判の本の書評があり，注目される．	
 
	
 

（以上，三好記） 
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７．JSA の会員専用ホームページへのアクセス方法について	
 
	
 
JSA の会員専用ホームページ(http://www.jsa.gr.jp/member/)にアクセスするにはユーザーID とパス

ワードが必要です．セキュリティのため，これらの情報は公開されていません．福岡支部では個別にお

知らせすることにしましたので，事務局までお問い合わせ下さい．	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （以上，青野記）	
 
	
 

８．行事予定と会場変更のお知らせ	
 
	
 

8-1)	
 「日本の科学者」１月号読書会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html)	
 

	
 	
 日	
 時：1 月 10 日（月）2 時〜5 時	
 

	
 	
 場	
 所：びおとーぷ（博多区博多駅前 3-6-1	
 小森ビル 4F） 
	
 	
 内	
 容：１月号＜特集＞ハンセン病医療政策と人権保障，その他 

	
 

8-2)	
 福岡環境研究会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Kankyoken/Kankyoken.html)	
 

	
 	
 テーマ：「インドネシア・イスラムと民主主義」	
 

	
 	
 講	
 師：佐々木拓雄氏（久留米大学）	
 

	
 	
 日	
 時：1 月 29 日（土）16 時〜18 時	
 

	
 	
 場	
 所：久留米大福岡サテライト（中央区天神	
 アクロス福岡	
 5F） 
	
 
8-3)	
 エネルギー研究会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://solid.mech.kyushu-u.ac.jp/~aono/jsa_fukuoka_energy/)	
 

	
 	
 日	
 時：2 月 5 日（土）2 時〜5 時	
 

	
 	
 場	
 所：あすみん（中央区大名 3-6-46	
 福岡市立青年センター	
 5F） 
	
 	
 内	
 容：世界１月号＜特集＞原子力復興という危険な夢 

	
 
8-4)	
 「日本の科学者」２月号読書会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html)	
 

	
 	
 日	
 時：2 月 14 日（月）2 時〜5 時	
 

	
 	
 場	
 所：アミカス（南区高宮 3-3-1	
 西鉄天神大牟田線「高宮駅」西口すぐ） 
	
 	
 内	
 容：２月号＜特集＞科学リテラシーについて，その他 

	
 
8-5)会場の変更について（2011 年 2 月以降）	
 

	
 

エネルギー研究会の会場は，2011 年 2 月以降，「あすみん」（福岡市立青年センター	
 5F	
 中央区大

名 3-6-46	
 	
 電話：092-724-4801）に変更になる予定です．また，「日本の科学者」読書会の会場は，

2011 年 3 月から「ふくふくプラザ」（福岡市市民福祉プラザ	
 中央区荒戸 3-3-39 電話：092-731-2932）

に変更になります．ご注意下さい．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

———————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————	
 

（編集後記）	
 

今回，JSA 福岡支部ニュースを編集してみて，JSA 福岡は支部としてさまざまな活動を行っているだけ

でなく，九州地区や全国規模の集会にも積極的に参加して，アクティブに活動しているのだなあ，とい

うことがよく分かりました．しかし，それらの成果が有機的に繋がり JSA 福岡のすべて会員の共有財産

となるには至っていません．そのことは，やはり残念です．この JSA 福岡支部ニュースが，本年の１月

に立ち上げたホームページとともに，そのひとつの助けになれば幸いです．	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （三好記）	
 


